
北大阪急行線延伸関係者会議の設立について 

 

１．主旨 

  北大阪急行線延伸検討委員会（20 年 8 月～21 年 10 月）での整備計画案

事業実現に向けた更なる検討を進め、関係者の合意形成を図るため、直接

集い、「北大阪急行線延伸関係者会議」を開催する。 

「北大阪急行線延伸関係者会議」は、幹事会（メンバーは北大阪急行線

での委員クラス）が中心となって検討を進めることとし、関係各者による検

幹事会を開催することにより、相互に連携しながら検討の熟度を高める。

また、適宜、意志決定を諮るために、各団体のトップレベル（メンバー

よる関係者会議を開催する。 

 

２．検討体制 

○関係者会議（案） 

 団体 役職 

大阪府 知事 

箕面市 市長 

阪急電鉄株式会社 代表取締役社長  

メンバー 

北大阪急行電鉄株式会社 代表取締役社長 

企画観光部長 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省近畿運輸局 

鉄道部長 

○幹事会（案） 

 団体 役職 

大阪府 都市整備部交通道路室都市

箕面市 副市長 

箕面市 市長政策室長 

箕面市 地域創造部長 

阪急電鉄株式会社 都市交通計画部長 

メンバー 

北大阪急行電鉄株式会社 鉄道部長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省近畿運輸局 企画観光部交通企画課長 

鉄道部計画課長 

鉄道部監理課長 

※事務局：大阪府都市整備部交通道路室都市交通課、箕面市地域創造部北

※検討を円滑に進めるため、実務者レベルでのワーキングを適宜開催する

※必要に応じて、構成員以外のものの出席を求めることができる。 
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の策定を受け、

関係する団体が

延伸検討委員会

討と並行して、

 

は今後調整）に

交通課長 

大阪鉄道延伸課 

。 



北大阪急行線延伸関係者会議 検討内容と会議の進め方について 
 

適宜 

幹事会（部課長レベル）の  

※ワーキング（事務レベル）は非公開での開催

ベル)の開催 

形成 

○鉄道延伸に合わせたま くりの方向性の検討 

・新駅周辺のまちづくり（かやの中央周辺、船場地区） 

・千里中央を含めた広域拠点の形成、役割分担等 

・広域的効果の把握（関空アクセス向上、広域連携等） 

豊中市等 

千 里 中

央 の 課

題検討 

整備主体の検討・協議 

関係各者による検討 

 

 

反
 
映

・事業参画

意義 

・資金調達

の検討 

負担割合の協議 

阪急 箕面市 大阪府 

○北急延伸の事業化に向けた具体的方策等の検討 

・需要予測の精査（事業 を視野に入れた検討） 

・事業性向上方策（整備 の還元、低利融資の導入、

ＰＰＰの導入等） 

・利便性向上方策（運賃体系、乗継割引の導入等） 等 

・まちづくりの

検討 

・資金調達の

検討 

・地元合意の

形成 

北急 

経営リスクの精査 

・事業採算性のチェック 

 (建設費・需要予測等) 

・感度分析によるリスク検証

・整備主体への出資の検討

・反射損益のチェック 

・運行形態の検討 

北大阪急行線延伸関係者会議の発足 
（幹事会で合意）  

22 年 ５月 
～ 

国土交通省との事前調整 (仮称)関係者連絡会議準備ワーキングの開催 22 年 1 月 
～ 

北急延伸整 画案の策定 21年 11月 
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